
編集•発行／広報肱川編集委員会（愛媛県喜多郡肱川町大字山鳥坂74番地） 発行／毎月20日1回・全戸配布 印刷／豊予社

写 辰

繹癖泰躊躊躊躊網羹繹 （
 

No. 17 ）
 

と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

それもう少しだ

頑張れ．，

鹿野川夏まつりのお祭り広場でひときわ大きく歓声が上がった。何事かと黒だ

かりのうなぎつり場をのぞいてみると、中年のおっちゃんがうなぎをつり上げ

んと悪戦苦闘。周りの人たちの盛んな声援を受けて頑張りましたが結果は……

もう少しのところでつり糸がプツリと切れて残念無念。

（写真は8月7日の鹿野川夏まつり歩行者天国内のうなぎつり場で）
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匝 匂 田(2)

農業者の利益を代表する機関

として、市町村に設置されてい

る農業委員会の委員を選ぶ、第

十二回統一選挙が、七月十五日

全国一斉に行われ、愛媛県でも

約七十パーセントに当る四十九

の委員会で、委員の改選が行わ

れました。

肱川町では、定数と立候補者

が同数となり選挙は行われませ

んでしたが、新しい十四人の農
） 

日
， ー

月
7 

年
2 6 D 禾

昭

日゚

2 
月

簿7

喜員和
委国

会
員期

委任
業

農

氏 名 年齢 担 当 部 落 名 備 考

山下光幸 31 
下嵯峨谷・上嵯峨谷・菟野尾・

選任（議会）
橡の木瀬

土居哲雄 49 
小畑井・萩野尾・汗生・道野尾・

選 挙
上森山・八重栗

森本恒雄 50 下敷水・敷水・上敷水 選 挙

西山光晴 5 1 嘉城・中居谷 選 挙

池田義喜 40 瓜生谷・町・藤野原 選任（農協）

福山 保 34 山槌・協生・共栄 選 挙

畑山利夫 44 小倉・中津 選任（議会）

楠野仁志 49 肱栄・大和・中野 選 挙

亀田元市 57 
下鹿野川・上鹿野川・京造

選 挙
月野尾・見の越

兵頭達行 45 大屋敷•森 選任（議会）

石田 保 50 柳・郷・市之畦 選 挙

林＊ 繁夫 42 白石・影地・広常 選 挙

北 本 ヌ立 59 小藪 選 挙

今宮忠雄 62 久保・大平 選 挙

業
委
員
さ
ん
が
別
表
の
よ
つ
に
決
ま
り

ま
し
た
。

そ
の
内
訳
は
、
選
挙
委
員
が
十
人
、

町
長
が
選
任
す
る
委
員
四
人
で
、
選

任
委
員
の
う
ち
議
会
推
せ
ん
三
人
、

農
協
推
せ
ん
一
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
七
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ

た
農
業
委
員
総
会
に
お
い
て
、
会
長

に
は
今
宮
忠
雄
氏
、
会
長
職
務
代
理

者
に
は
北
本
登
氏
が
再
選
さ
れ
ま
し

こ。f
 

新
し
い
農
業
委
員
決
ま
る

会
長
に
今
宮
忠
雄
氏
を
再
選

人口呼吸の実習を受ける新入団員

肱
川
町
消
防

団
（
山
内
牡
亮

団
長
・
ニ
百
三

十
七
人
）
で
は
‘

夏
季
訓
練
と
ポ

ン
。
フ
操
法
大
会

を
七
月
二
十
九

日
に
町
民
運
動

場
で
行
い
ま
し

た。
こ
の
夏
季
訓

練
は
、
毎
年
真

夏
に
実
施
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、

班
長
以
上
の
幹

部
と
入
団
二
年

以
内
の
団
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

幹
部
訓
練
は
‘

団
長
・
副
団
長
・
分
団
長
・
大
洲
消

防
署
職
員
の
指
導
に
よ
り
、
各
個
訓

練
、
部
隊
訓
練
、
号
令
調
整
等
を
行

い
、
幹
部
と
し
て
必
要
な
指
揮
能
カ
・

基
礎
知
識
の
習
得
に
励
み
ま
し
た
。

ま
た
、
新
入
団
員
に
つ
い
て
は
、

消
防
ホ
ー
ス
の
伸
ば
し
方
、
接
続
、

収
納
等
ポ
ン
プ
操
法
の
墓
本
に
つ
い

て
、
川
上
支
署
職
員
か
ら
指
導
を
受

け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
肱
川
分
校
格
技
場
に
お

い
て
、
幹
部
・
新
入
団
員
合
同
で
、

人
口
呼
吸
の
実
習
と
三
角
布
に
よ
る

応
急
処
置
等
救
急
法
に
つ
い
て
、
日

本
赤
十
字
救
急
指
導
員
・
大
野
伸
一

士
長
（
川
上
支
署
）
よ
り
指
導
を
受

け
、
訓
練
を
終
わ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
前
々
か
ら
話
題
に
な
っ

て
い
た
ポ
ン
プ
操
法
大
会
（
実
際
に
水

を
出
し
標
的
を
回
転
さ
せ
る
競
技
）
を
、

高
砂
河
原
で
行
い
、
各
分
団
（
支
署
を

含
む
六
分
団
）
で
技
を
競
い
ま
し
た
。

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

暑
い
中
、
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

▼
ポ
ン
プ
操
法
大
会
結
果

優

勝

第

一

分

団

準

優

勝

川

上

支

署

三

位

第

二

分

団

今回初めて行われた標的回転操法

松

田

律

恵
〔郷〕21歳 〔中居谷〕52歳

調
理
員

私
た
ち
四
人
が
特
産
開
発
セ
ン

タ
ー
で
皆
さ
ん
の
お
こ
し
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
お
立
寄
り
く
だ
さ
い
。

主

任

中

野

文

雄

滝
野
波
津
子

ウ
エ
イ
ト
レ
ス

〔京造〕28歳

加

工

係

門

田

時

男

〔企画課長補佐〕50歳

特
産
開
発
セ
ン
タ
ー

職

員

紹

介



(3)同 田 疇

子供たちに混って大人の顔も

恒
例
の
鹿
野
川
夏
ま
つ
り
が

八
月
七
日
に
行
わ
れ
、
鹿
野
川

商
店
街
の
お
祭
り
広
場
は
子
供

た
ち
や
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

鹿
野
川
の
街
に
は
華
や
か
な

笹
か
ざ
り
が
飾
り
つ
け
ら
れ
、

道
行
く
人
び
と
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
特
に
今
年

、
は
、
笹
か
ざ
り
の
数
も
多
く
、

そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
た
笹

か
ざ
り
が
街
並
み
を
色
ど
り
、

ー

な
か
に
は
飾
り
付
け
の
く
す
玉
の
重

み
で
竹
が
折
れ
た
も
の
、
ま
た
、
今

年
一
番
の
人
気
者
”
え
り
ま
き
ト
カ

ゲ
“
を
い
ろ
ん
な
日
用
品
を
使
っ
て

飾
り
つ
け
た
も
の
も
お
目
見
え
し
ま

’

□,
J

`

―
 

し
た
。正

午
か
ら
は
、
歩
行
者
天
国
内
で

商
工
会
青
年
部
主
催
の
ビ
ッ
ク
リ
市

や
農
業
後
継
者
に
よ
る
農
産
物
の
即

売
も
行
わ
れ
、
ハ
ッ
ピ
姿
の
商
工
会

の
お
に
い
さ
ん
た
ち
の
威
勢
の
よ
い

売
り
声
が
飛
び
か
っ
て
い
ま
し
た
。

午
後
三
時
ご
ろ
に
な
る
と
子
供
た

ち
や
家
族
連
れ
が
ど
っ
と
繰
り
出
し
、

金
魚
す
く
い
や
射
的
・
う
な
ぎ
つ
り

な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、

午
後
四
時
か
ら
は
、
肱
川
分
校
跡
地

で
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
幕
を
開
け
ま
し

た
。
会
場
に
は
、
青
年
団
の
ビ
ア
ガ
ー

デ
ン
も
店
開
き
し
、
普
段
活
発
な
女
子

青
年
団
員
も
こ
の
日
は
涼
し
げ
な
浴
衣

姿
の
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
に
変
身
、
小
走

り
に
生
ビ
ー
ル
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
、
町
内
の
カ

豪
音
と
ど
ろ
き
夜
空
に
大
輪

楽
し
、

子供たちや家族連れでにぎわう歩行者天国

和
気
徹
矢
く
ん
〔
上
敷
水
〕

5
8
.
2
.
4
日
生
ま
れ

(
1
歳

6
か
月
）劇

劇
5

0

 

2

3

 

（

（

 

ん

ん

さ

さ

仁

子

ん

ん

さ

智

さ

睦

父

母

お

お

名
前
は
画
数
で
決
め
ま
し
た
。

お
兄
ち
ゃ
ん
と
同
じ
こ
と
を
す
る
の
で
悪
い

こ
と
も
真
似
て
一
緒
に
遊
び
ま
す
。
で
も
穏
や

か
な
子
で
す
。

将
来
は
、
や
さ
し
く
思
い
や
り
の
あ
る
子
に

育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

0

七

夕

賞

0
天

の

川

賞

鹿
野
川
セ
ン
タ
ー

0
天
の
羽
衣
賞
福
栄
堂
菓
子
舗

八

重

商

店

＠
笹
か
ざ
り
コ
ン
ク
ー
ル

特

別

賞

ラ
オ
ケ
同
好
会
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め

二
十
六
人
が
自
慢
の
の
ど
を
披
露
し

ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
今
年
の
肱

川
カ
ラ
オ
ケ
大
賞
に
は
、
滝
本
清
栄

さ
ん
（
小
藪
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
あ
と
午
後
七
時

か
ら
は
盆
踊
り
、
そ
し
て
夏
ま
つ
り

の
最
後
は
花
火
大
会
で
締
め
く
く
り

ま
し
た
。
豪
音
と
と
も
に
夜
空
に
大

輪
の
花
が
咲
き
、
光
と
音
の
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
で
楽
し
い
夏
の
一
日
を
終
わ

り
ま
し
た
。

わ 0
沖
野
由
香
ち
ゃ
ん
〔
共
栄
〕

5
8
.
3
.2
日
生
ま
れ

(
1
歳

5
か
月
）

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
父
さ
ん
が
か
わ
い
い
名

前
を
と
、
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。

町
内
放
送
が
家
の
中
で
も
よ
く
聞
こ
え
る
の

で
、
自
己
流
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
い
ま
す
。

将
来
は
、
気
持
ち
の
や
さ
し
い
子
に
育
っ
て

は
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

カラオケ大会入賞者

0 0 0 0 

夕 弁 北 織
天斗

鶴 娘士 姫

直益□ 子

:r、ラふ 賞賞賞賞 賞賞
ク

冨主福和イ

永婦栄気、l
呉堂／

服の薬 マ美
容

店店館サ室

〇
銀

〇
冠

河

高

お父さん

嘉忠さん(36歳）
お母さん

由美子さん(36歳）

〇
肱
川
カ
ラ
オ
ケ
大
賞

「
下
町
育
ち
」

滝
本
清
栄
（
小

〇

熱

演

賞

「
新
宿
情
話
」

宮
田
昭
（
下
嵯
峨
谷
）

0
あ
ん
た
が
大
賞

「
抱

擁
」

和
気
節
子
（
下
鹿
野
川
）

0

ユ
ー
モ
ア
賞

「
冬
か
ら
春
へ
」

浜
野
鶴
恵
（
広
見
町
）

0
青
年
団
長
賞

「
足
手
ま
と
い
」

大
越
義
文
（

柳

藪

⑥
カ
ラ
オ
ケ
大
会入

賞

者

野

頼

信

〇

牽

牛

賞

〈
サ
和
気
商
店



匝 匈 田(4)

男 子 女 子

種 目学年
順位 氏名 タイム 学校名 備考 順位 氏名 タイム 学校名 備考

1 綺野幸 彦 42'0 正山小 1 木下カオリ 39"8 正山小

5年 2 久保田大介 43'2 中野小 2 林紀代 40・ 3 子子林小

50m 3 安／II知月ll 43・9 正山小 3 橋本さおり 4 l. 3 子子林小

自由形
1 松田勉 39・3 正山小 1 兵頭和 恵 38'6 中野小

6年 2 竹内直人 44"6 大谷小 2 兵頭恵 38.， 大 谷 小

3 中本章一郎 45・9 大谷小 3 園南寺美佐 41" 4 正 山 小

〇白岩冬樹 1'27., 中野,j]冨 1 木下カオ リ l'32・ 9 正 山 小

5年 2 安川知月lll'37" 8 正山小 2 林紀代 l'32" 9 予子林小

噌由形

3 東 昌 宏 l'53" 9 予子林小

1 福田卓也 l'26. 2 子子林小 1 兵頭和恵 l'2T 3 中野小

6年 2 松田勉 l '28• o 正山小

3 池田大昌 l'49" l 子子林小

1 山田 耕士 正山小 1 山田干 繋 正山小

計 2 森玲子 30.， 中野小

3 滝本順子 49" 5 中野小
25m平泳

正 山,J]国0 山本晃 22・3 1 森本 明美 3 l. l 岩 谷 小

4年 2 山根浩二 25'6 岩谷小 2 和気京子 31. 3 中野小

3 松下 清一 26. 4 中野小 3 浦中葉子 31. 3 中野小

1 藤原 優勝 55'2 正山小 1 智葉笑子 53. 2 正山小

5年 2 大野 憲二 56. 3 正 山 小 2 西浦美由紀 53・ 9 正山小

3 兵頭義穎 57"0 中野小 3 武田佳恵 56• 2 中野小
5Qm平泳

1 小山誠一 49・ 8 正 山 小 1 i中野公美 46"6 大 谷 小

6年 2 森本敏和 55" 3 岩‘谷小 2 山岡久子 50" 8 正 山 小

3 池田数仁 55'4 中 野 小 3 和気幸恵 53・0 岩 谷 小

1 大野憲二 l'59・ 3 正 山 小 1 西浦美由紀 2・ or 4 正 山 小
5年

2 藤原優勝 2'01. 4 正 山 小 2 智葉笑子 2'14'0 正 山 小

100平m泳 1 萬願寺信仁 l'45・ 8 正山小 1 i中野公美 r 43・ 1 大 谷 小

6年 2 小山誠一 l'49. 7 正山小 2 山岡久子 l'51" O 正山小

3 池田数仁 2・02・2 中野小

25m背泳 4年 1 山 本晃 2T 6 正 山小

1 中岡絹義 54" 4 正 山 小 1 吉 田理恵 59'5 正山小
5年

2 冨永洋希 59"3 中 野 小

50m背泳 1 上甲秀樹 5 l " 3 正 山 小 1 岡美紀 47" 3 正山小

6年 2 竹本芳喜 l'Ol " 9 大谷小 2 水池真由美 53・ 3 大 谷 小

3 木村さつき 53'7 中 野小

7メ5mド個レー人
5年 1 中岡雄義 l'29・9 正 山 小 l 吉田理恵 r 29・ 6 正 山 小

6年 1 上甲秀樹 l'23. 7 正山小 1 岡美紀 l ' 15• o 正 山 小

5年

゜
白岩冬樹 20・ 6 

置2.¥mバタ ゜
熊野栄司 22・ 7 正 山 〇 安川早苗 2T 6 

正山 ］＂ロ

フライ 6年 2 堀克也 30. 4 大谷 2 岩田芳美 29. 6 中 野小

3 谷本勝也 32"7 
大谷］

5フ0mバタ 6年

゜
萬願寺信仁 54・0 正 山

ライ

上 甲 岡

1 小 山 2'19"4 正山小 1 山 岡 2‘lT8 正 山 小

熊 野 木 下

1メリ50レドmーレー
冨永（洋） 水 池

2 池 田 2'47"6中野小 2 沖 野 2'24・4 大谷小

丹 丘’‘ 頭

竹 本 下 石

3 谷 本 2'58.l 大谷小 3 和 氣 2'46"4 岩谷 小

藤 本 谷 田

丘’‘ 頭 吉田（鈴）

1 松 下 2'51• 7 中野小 1 
吉 田（美） 2'53・9 正山小

久保田 安 J I | 

白 岩 園南寺

崎 野 滝 本

200リmレー 2 中 岡 2'53・ 9 正 山 小 2 
森 3'08" 9 中野小

萬願寺 岩 田

松 田 兵 頭

福 田 橋 本

3 山 下 3'or 8 子子林小 3 
山 崎

3'13" 0 予子林小
池 田 林

浅 野 伊 藤

夏
休
み
に
入
っ
た
七
月
二
十
三
日
い
っ
ぱ
い
競
泳
し
、
大
熱
戦
を
プ
ー

鹿
野
川
ダ
ム
下
の
町
民
プ
ー
ル
で
、
ル
い
っ
ば
い
に
展
開
し
ま
し
た
。

町
内
小
学
校
の
水
泳
大
会
が
開
か
れ
各
学
校
と
も
選
手
の
指
導
強
化
に
カ

ま

し

た

。

を

入

れ

て

い

る

た

め

、

記

録

・

体

力

こ
の
日
は
、
梅
雨
明
け
か
ら
猛
練
と
も
向
上
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
今

習
を
続
け
て
き
た
成
果
を
競
う
と
あ
っ
大
会
で
は
正
山
小
学
校
が
各
種
目
、
各

て
、
各
学
校
か
ら
は
真
黒
に
日
焼
け
学
年
別
で
三
十

一
個
の
一
位
を
取
る
な

し
た
元
気
い
っ
ば
い
の
選
手
が
勢
ぞ
ど
、
正
山
勢
の
活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。

ろ

い

し

ま

し

た

。

こ

れ

か

ら

も

水

泳

を

通

し

て

た

＜

開
会
式
の
あ
と
さ
っ
そ
く
競
技
に
ま
し
い
体
力
と
粘
り
強
い
精
神
力
を

、
入
り
ま
し
た
が
、
各
選
手
と
も
学
校
養
い
、
元
気
で
力
強
い
肱
川
っ
子
に

の
児
童
や
父
兄
の
声
援
を
受
け
て
力
育
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

►

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
で

一
斉
に
ス
タ
ー

ト

7
 

町内小学校水泳大会成績表 (59. 7.23) 

男 子 女 子
種 目学年

順位 氏名 クイム 学校名 備考 順位 氏 名 タイム 学校名 備考

1 堀尾明希 23. l 大 谷 小 1 吉 田美鈴 23”4 正 山 小

討 2 岩岡広志 25"2 大谷小 2 東理奈 23• 5 予子林小

3 松本昌悟 26. 3 中 野小 3 今宮香奈子 24., 中 野小

1 熊野司 19" 7 正 山 小 1 兵頭久美 22・ 0 大谷小

4年 2 浅野誠 司 20・ 1 子子林小 2 村 田畜美 22・ 3 正 山小

25m 3 橋本孝博 20. 6 予子林小 3 森本裕美 22"9 岩谷小

自由形 1 兵頭義耀 17'9 中 野 小 1 橋本さおり 18'4 子子林小

5年 2 久保田大介 18" 9 中 野小 2 森 陽 子 . 19" 1 中 野小

3 崎野幸彦 19'4 正 山 小 3 森岡美々 2l.， 予子林小

1 福田卓也 16'3 予子林小 1 兵頭恵 17.， 大谷小

6年 2 熊野栄司 16. 8 正山小 2 園南寺美佐 18'6 正山小

3 竹内 直 人 19"9 大 谷 小 3 岩 田香織 20・ 3 中 野 小

1 松本昌悟 l'03. 1 中 野 小 1 吉 田美鈴 50" 4 正山 小

翡 2 東 理 奈 55・9 予子林小

50m 3 今宮香奈子 58. 6 中野 小

自由形 1 熊野司 45'3 正山 小 1 池田亜紀 51. 1 予子林小

4年 2 浅野誠司 46" 5 子子林小 2 村田富美 51“7 正 山小

3 水沼剣生 4T 4 大 谷 小 3 森本裕美 54. 1 岩谷小
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九
月
九
日
は
、
国
民
に

救
急
医
療
や
救
急
業
務
に

つ
い
て
正
し
い
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
「
救

急
の
日
」
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
救
急
車
の
正
し

い
使
い
方
を
も
う
一
度
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

救
急
車
は
住
民
だ
れ
で
も
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
ど
ん
な
場

合
で
も
利
用
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
思
い
が
け
な
い
ケ
ガ
人

や
急
病
人
が
発
生
し
て
す
ぐ
に
応
急

手
当
を
加
え
、
病
院
で
の
治
療
を
必

要
と
す
る
場
合
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
消
防
法
で
は
、
救
急
車
が
利

用
で
き
る
場
合
を
次
の
よ
う
に
定
め

て
い
ま
す
。

◎
災
害
に
よ
る
事
故

‘.,'’
 

月7
 

～
 

月年

数
ー

件
59

場
（

出
一

月種故事
川上支署だより

ムロ 不 交

は塁i 
~ 

旦乱
急

搬 >計 送 通 病

62 3 3 4 2 14 3 36 

（
火
災

・
地

麟亭□`い⑱` (30) 

（
交
通
事
故
な

今
月
は
「
ヒ
マ

ワ
リ
」
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。

北
米
原
産
の
一

年
草
で
あ
る
。
太

陽
の
光
の
方
向
に

従
っ
て
花
が
回
る

の
で
ヒ
マ
ワ
リ
だ

と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
若
い
花
の
う

ち
は
、
少
し
ま
わ

る
が
、
大
き
く
な

る
に
従
っ
て
動
く

こ
と
が
な
く
な
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
太

陽
の
花
の
意
味
で

入
す
る
場
所
で
の
事
故

◎
屋
内
で
の
事
故
（
ガ
ス
中
毒
・
急

病
な
ど
）
で
傷
病
者
を
医
療
機
関

等
に
迅
速
に
搬
送
す
る
た
め
の
適

当
な
手
段
が
な
い
場
合

―
―
―
九
番
は
緊
急
時
の
み
一

⑥
い
た
ず
ら
電
話
は
や
め
て
I.

最
近
い
た
ず
ら
電
話
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

も
し
本
当
に
一
―
九
の
必
要
な
と

き
電
話
が
通
じ
な
か
っ
た
ら
大
変
な

こ
と
に
な
り
ま
す
。
子
供
の
い
た
ず

ら
電
話
に
は
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ

⑥
―
一
九
番
で
の
病
院
等
の
問
い
合

わ
せ
は
や
め
て
I
.

一
般
加
入
電
話
三
四
ー
ニ
八
五

一
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
る
。ソ

連
・
中
国
・
イ
ン
ド
・
ペ
ル
ー

な
ど
で
は
採
油
の
目
的
で
栽
培
さ
れ

る
と
こ
ろ
が
多
い
。

成
分
は
大
豆
よ
り
脂
肪
油
の
含
有

キ
ク
科

量
が

20ー

30％
も
多
い
。
カ
ロ
リ
ー

も
大
豆

392
に
対
し
て
、
ヒ
マ
ワ
リ
の

種
子
は

435
で
あ
る
。
タ
ン
パ
ク
質
で

は
ア
ミ
ノ
酸
類
で
知
ら
れ
て
い
る
。

肱
川
町
で
も
庭
先
な
ど
に

3
本
・ ヒマワリ（キク科）

5
本
と
植
え
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。

涵

震
な
ど
の
ケ
ガ
）

◎
屋
外
で
の
事
故

ど）

0
学
校

・
デ
パ
ー
ト
な
ど
公
衆
の
出

正
し
く
運
籐
正
し
く
利
用

9
月

固

八
月
一
日
、
高
松
市
で
第
士
二
回
消

防
救
助
技
術
四
国
地
区
指
導
会
が
開

か
れ
、
大
洲
消
防
川
上
支
署
の
亀
田

消
防
士
（
肱
川
町
下
鹿
野
川
）
が
「
は

し
ご
登
は
ん
」
の
種
目
に
出
場
、
日

頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
て
、
昨

年
に
続
き
二
年
連
続
の
入
賞
を
果
し

ま
し
た
。

こ
の
競
技
は
、
四
国
内
の
五
十
三

消
防
本
部
か
ら
選
ば
れ
た
救
助
隊
員

約
五
百
人
か
参
加
し
て
、
日
頃
の
救

助
技
術
を
競
う
も
の
で
、
一
定
の
時

間
内
で
よ
り
安
全

・
確
実
な
救
助
技

術
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

【
採
取
時
期
と
調
整
法
】

採
取
時
期
は

9
月
頃
で
、
種

子
を
乾
か
し
て
保
存
し
ま
す
。

【
薬
効
と
用
い
方
】

①
頭
痛
・
解
熱
．
感
冒
・
リ

ウ
マ
チ
に
は
乾
燥
種
子

1
日
量

3
1
1
0
gを
水

400cc
で
半
量
に

な
る
ま
で
煎
じ
て
服
用
す
る
。

②
滋
養
に
一
般
家
庭
で
搾
油

は
無
理
な
の
で
、
フ
ラ
イ
パ
ン

で
焦
げ
な
い
よ
う
に
い
っ
て
食

べ
る
。
ま
た
動
脈
硬
化
の
予
防

に
も
よ
い
。

消
防
救
助
技
術
競
技
で

亀
田
消
防
士
が

二
年
連
続
入
賞

学
習
性
の
便
秘
は
大
き
く
二
つ

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
―
つ
は
弛
緩
性

便
秘
。
腸
壁
の
緊
張
や
大
腸
の
運

動
が
弱
い
た
め
お
こ
る
便
秘
で
老
人

に
多
い
。
も
う
―
つ
が
け
い
れ
ん
性

便
秘
で
、
腸
が
敏
感
す
ぎ
る
た
め
、

腸
壁
が
強
い
収
縮
を
お
こ
し
て
、

出
ょ
う
と
す
る
便
を
押
さ
え
こ
む

よ
う
な
状
態
に
な
る
も
の
で
す
。

け
い
れ
ん
性
は
若
い
人
に
多
く
‘

不
安
・
イ
ラ
イ
ラ
な
ど
の
精
神
状

態
と
も
関
係
が
あ
り
ま
す
。
や
っ

と
仕
事
に
な
れ
た
新
入
社
員
な
ど
、

い
ま
ご
ろ
の
時
期
、
け
い
れ
ん
性

便
秘
に
か
か
り
や
す
い
よ
う
で
す
。

腹
痛
・
腹
が
張
る
と
い
っ
た
症
状

一
け
い
れ
ん
性
便
秘
一

を
と
も
な
っ
こ
と
も
あ
り
、
便
意

が
あ
っ
て
ト
イ
レ
に
行
っ
て
も
十

分
に
出
き
ら
な
い
不
愉
快
さ
が
残

り
、
と
き
に
下
痢
を
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

便
秘
を
治
す
に
は
、
ま
ず
日
常

生
活
を
規
則
正
し
く
す
る
こ
と
。

食
事
・
睡
眠
・
ト
イ
レ
に
行
く
時
間

が
い
つ
も
違
っ
て
い
て
は
、
快
便
の

た
め
の
サ
イ
ク
ル
は
保
て
ま
せ
ん
。

食
生
活
の
改
善
も
必
要
で
す
が
、

け
い
れ
ん
性
の
場
合
は
、
ス
ト
レ

ス
を
解
消
さ
せ
る
た
め
の
ト
ラ
ン

ぎ
フ
イ
ザ
ー
や
腸
の
運
動
の
抑
制

剤
や
鎮
痛
剤
を
処
方
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
一
度
医
師
に
相
談
を
。

口

医

学
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農協力｀全国銀行内国為替制度に
加盟しましだ

農
協
の
為
替
が

八
月
十
三
日
か
ら

全
銀
デ
ー
タ
通
信

シ
ス
テ
ム
で
結
ば

れ
、
全
国
ど
こ
の

金
融
機
関
か
ら
で

も
、
ど
こ
の
金
融

機
関
へ
も
、
自
由

に
‘
便
利
で
迅
速
‘

正
確
な
為
替
サ
ー

ピ
ス
が
提
供
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。皆

様
方
の
生
産

活
動
や
日
常
生
活

で
は
、
い
ろ
い
ろ

な
種
類
の
お
金
の

「
受
取
り
」
と
「
支

払
い
」
が
つ
ね
に

生
じ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
お
金
の
や

り
と
り
を
、
現
金

で
行
な
っ
と
、
手

間
や
時
間
が
か
か

り
、
粉
失
・
盗
難

の
危
険
も
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
こ

れ
を
安
全
・
迅
速

に
決
済
す
る
仕
組

み
で
、
お
手
伝
い

す
る
の
が
農
協
の

為
替
業
務
で
す
。

農
協
の
窓
口
と

全
国
各
地
の
金
融

機
関
店
舗
を
結
ん

だ
、
為
替
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
り
、

這金は農t品の念
~日から、お

農
協
は
お
振
込
み
や
、
代
金
の
お
取
立

て
な
ど
を
お
役
に
立
ち
ま
す
。

お
振
込
の
必
要
が
で
き
た
際
は
、
農

協
窓
口
で
振
込
依
頼
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
申
し
込
み
下
さ
い
。

振
込
を
ご
利
用
の
際
に
は
、
前
も
っ

て
、
振
込
先
の
金
融
機
関
名
、
本
店
・

支
店
別
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

又
、
相
手
方
の
口
座
番
号
と
お
名
前

を
正
し
く
記
入
し
て
名
前
に
は
必
ず
フ

リ
ガ
ナ
を
お
振
り
下
さ
い
。

間
違
っ
た
記
入
を
し
た
場
合
は
振
込

が
で
き
な
い
ば
か
り
で
な
く
事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
。
注
意
し
て
下
さ
い
。

送
金
の
取
扱
い
、
先
方
の
金
融
機
関

に
貯
金
口
座
が
な
い
と
き
に
は
、
全
銀

専
門
の
「
送
金
小
切
手
」
を
発
行
し
て

お
受
取
り
人
が
小
切
手
を
あ
て
先
金
融

機
関
に
お
持
ち
に
な
れ
ば
現
金
に
で
き

ま
す
。

人
口
の
高
齢
化
、
第
三
次
産
業
の
拡

大
、
婦
人
の
職
場
進
出
な
ど
構
造
的
変

化
が
進
む
雇
用
失
業
情
勢
に
対
応
す
る

た
め
、
こ
の
ほ
ど
「
扉
用
保
険
法
」
が

改
正
さ
れ
、
こ
の
八
月
一
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

0
六
十
五
歳
以
上
の
人
が
新
た
に
雇
用

さ
れ
る
場
合
に
は
、
短
期
雇
用
特
例

被
保
険
者
、
日
雇
労
働
被
保
険
者
に

該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
被
保
険
者

と
な
ら
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
当
分

の
間
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
に

8
月

1
日
ガ
ら

疇

Illiii疇

が
変
わ
り
ま
し
た

農
協
の
窓
口
で
お
た

ま
す
。代

金
取
立
取
り
扱
い
手
形
や
小
切
手

を
期
日
に
確
実
に
入
金
し
た
い
と
き
、

お
受
取
に
な
っ
た
約
束
手
形
や
為
替
手

形
、
小
切
手
を
お
持
ち
下
さ
い
。
農
協

が
代
わ
っ
て
お
支
払
先
の
銀
行
に
支
払

い
請
求
し
、
期
日
に
確
実
に
ご
指
定
の

貯
金
口
座
に
入
金
い
た
し
ま
す
。

振
込
時
間
は
午
後
三
時
ま
で
に
な
っ

て
い
ま
す
。
午
後
三
時
を
過
ぎ
ま
す
と
、

そ
の
日
の
入
力
が
出
来
ま
せ
ん
。
特
に

月
末
な
ど
期
日
の
迫
っ
た
時
は
ご
注
意

下
さ
い
。

く
わ
し
く
は
‘

ず
ね
下
さ
い

。

農
協
で
は
国
民
年
金
を
始
め
各
種
年

金
の
自
動
受
取
り
事
務
の
取
扱
を
行
っ

て
居
り
、
現
在
で
は
二

0
0
名
を
越
す

方
の
年
金
を
農
協
貯
金
口
座
に
振
込
ま

れ
て
お
り
ま
す
。

今
か
ら
年
金
を
受
け
ら
れ
る
方
も
是

非
農
協
貯
金
口
座
を
ご
指
定
下
さ
い

。

年
金
支
払
日
に
、
直
ち
に
あ
な
た
の
ロ

座
に
振
込
ま
れ
、
い
つ
で
も
都
合
の
よ

つ
い
て
は
、
公
共
職
業
安
定
所
長
の

認
可
を
受
け
て
、
一
回
に
限
り
被
保

険
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
‘
失
業
時

に
は
一
律
に
基
本
手
当
の
五
十
日
分

の
一
時
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
。

（
こ
の
公
共
職
業
安
定
所
長
の
認
可
を

受
け
て
被
保
険
者
と
な
っ
た
人
に
つ

い
て
は
、
保
険
料
は
免
除
さ
れ
な
い

こ
と
）

0
賞
与
な
ど
は
、
基
本
手
当
な
ど
の
日

額
を
決
定
す
る
場
合
、
そ
の
対
象
か

ら
除
か
れ
る
こ
と
。
な
お
、
保
険
料

の
額
を
計
算
す
る
場
合
に
は
、
従
来

い
日
に
お
受
取
り
に
な
れ
ま
す
。
自
動

受
取
り
で
す
か
ら
、
支
払
通
知
書
の
未

着
や
粉
失
な
ど
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

振
込
ま
れ
た
そ
の
日
か
ら
お
利
息
が
つ

き
ま
す
の
で
、
お
金
に
ム
ダ
が
あ
り
ま

せ
ん
。

お
受
取
り
金
融
機
関
を
農
協
に
変
更

さ
れ
る
方
は
農
協
の
窓
口
で
支
払
機
関

変
更
届
の
手
続
を
し
て
下
さ
い
。

ど
お
り
賞
与
な
ど
を
含
め
て
計
算
す

る
こ
と
。

＊
そ
の
ほ
か
‘
墓
本
手
当
な
ど
の
日
額

の
引
上
げ
、
基
本
手
当
を
受
給
で
き

る
回
数
の
変
更
、
正
当
な
理
由
の
な

い
自
己
都
合
で
退
職
し
た
人
な
ど
に

対
す
る
給
付
制
限
の
期
間
の
延
長
が

行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
定
年
退
職
者

等
に
係
る
基
本
手
当
の
受
給
期
間
の

延
長
、
高
年
齢
求
職
者
給
付
金
（
六

十
五
歳
以
上
の
常
用
労
働
者
で
あ
っ

た
人
が
失
業
し
た
場
合
に
は
、
勤
続

期
間
に
応
じ
た
一
時
金
を
支
給
す
る

制
度
）
、
再
就
職
手
当
（
早
期
に
再
就

職
し
た
人
に
対
し
て
新
た
な
手
当
を

支
給
す
る
制
度
）
の
制
度
が
新
設
さ

れ
た
改
正
が
あ
り
ま
し
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
洲
公
共
職
業

安
定
所
（
電
話
囮
二
四
ー
三
一
九
一
）

へ
お
た
ず
ね
下
さ
い

。

大
洲
公
共
職
業
安
定
所

各
種
年
金
自
動
受
取
り
の

ご
利
用
に
つ
い
て
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ク
ヌ
ギ
は
、
シ
イ
タ
ケ
原
木
と
し
て
最

高
で
あ
り
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な

資
源
で
あ
る
。

◇
ク
ヌ
ギ
は
、

300
年
の
栽
培
の
歴
史
を
も

つ
貴
重
な
遺
産
で
あ
る
。

◇
ク
ヌ
ギ
は
、
伊
予
の
切
炭
と
し
て
名
声

念
し
、
山
村
の
生
活
を
支
え
て
き
た
。

◇
ク
ヌ
ギ
は
、
今
、
シ
イ
タ
ケ
を
生
み
、
山

村
の
生
活
を
守
っ
て
い
る
。

企
回
は
、
前
回
の
育
林
（
人
工
造
林
・
萌
芽
更

新
）
に
ひ
き
つ
づ
き
‘
育
苗
編
を
お
伝
え
し
ま
す
。

曰
苗
木
の
重
要
性

物
を
作
る
場
合
、
始
め
に
そ
の
材
料
を
見
つ

け
‘
吟
味
・
検
討
し
て
取
捨
選
択
す
る
こ
と
か

ら
始
ま
る
。
造
林
の
場
合
も
、
木
材
の
材
料
で

あ
る
苗
木
の
優
劣
に
よ
っ
て
、
優
良
林
と
不
良

林
と
の
岐
路
に
あ
る
こ
と
を
充
分
認
識
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

特
に
ク
ヌ
ギ
は
‘
造
林
後
二
代
目
か
ら
萌
芽

で
成
林
し
、
数
代
に
わ
た
り
長
期
間
収
穫
す
る

た
め
‘
造
林
を
行
な
う
場
合
、
苗
木
の
選
択
を

厳
重
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

口
種
子
採
取

採採
取取
時母
期樹

/ ― .... ―̀ ' ＾、
し 10い溝樹
た月るが皮
種中 での
子・ き う
下るす
旬だ い
自 けも
然 細 の
に かで
成<‘
熟入皮
落 つ肌
下ての

口
種
子
の
精
選
と
虫
の
駆
除

m
採
集
し
た
種
子
は
‘
不
純
物
や
虫
害
種
子
を

除
い
て
水
選

②
更
に
肉
眼
的
に
不
良
と
判
定
さ
れ
る
も
の
を

除
去
。

③
内
部
に
潜
入
し
て
い
る
虫
を
除
く
た
め
‘
布

袋
に
入
れ
て
流
水
に
1
0
1
1
5
日
間
浸
漬
す
る

（
停
滞
水
は
さ
け
る
）
。

④
浸
水
法
に
よ
り
害
虫
を
駆
除
し
た
後
、
陰
干

し
す
る
。

⑲
種
子
の
貯
蔵

①
土
中
埋
蔵

紺
資
好
な
乾
燥
地
を
選
定
し
、
積
子
が
収

ま
る
程
度
の
深
さ
(
6
0
i
9
0
c
m
)
の
穴
を
掘

る。
②
ね
ず
み
の
食
害
を
防
ぐ
た
め
、
ネ
ッ
ト
か
杉

葉
を
敷
き
、
そ
の
上
に
細
砂
を
敷
い
て
陰
干

し
た
積
子
を
1
0
c
m
く
ら
い
の
厚
さ
に
置
き
‘

更
に
5ー

6
c
m
く
ら
い
に
細
砂
で
覆
つ
。

③
こ
れ
を
幾
層
か
積
み
重
ね
、
最
後
の
砂
の
上

に
ネ
ッ
ト
又
は
杉
葉
を
敷
き
、
約
3
0
c
m
く
ら

い
の
高
さ
に
土
盛
り
す
る
。

尉
水
の
浸
入
を
防
ぐ
た
め
に
簡
単
な
覆
い
を

か
け
て
お
く
。

な
お
、
乾
燥
し
す
ぎ
る
と
ク
ヌ
ギ
の
種
子
は

発
芽
し
な
く
な
る
の
で
時
々
散
水
し
て
や
る
と

よ
い
。

②
低
温
貯
蔵

紙
袋
か
布
袋
に
入
れ
て
、
3
i
5
o
c
o
c
内
外
の

椎
茸

11

つ
く
り
は

ク
ヌ
ギ
山
つ
く
り
か
ら

①
苗
畑
の
条
件

①
地
力
が
充
分
で
あ
る
こ
と
。

②
地
下
水
の
高
さ
が
適
当
で
あ
る
こ
と
。

③
風
衡
地
で
な
い
こ
と
。

④
傾
斜
5
度
未
満
の
平
担
で
あ
る
こ
と
。

③
病
虫
害
の
多
発
地
で
な
い
こ
と
。

⑥
鳥
獣
類
の
少
な
い
こ
と
。

⑦
雑
草
の
少
な
い
こ
と
。

⑧
水
源
に
近
い
こ
と
。

⑨
地
利
が
便
利
で
あ
る
こ
と
。

こ
の
条
件
の
中
で
特
に
必
要
な
こ
と
は
‘
水

源
に
近
い
か
、
水
道
施
設
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

土
性
は
、
壌
土
ま
た
は
植
質
壌
土
が
水
分
の

保
持
と
栄
養
分
が
多
い
の
で
垂
下
根
の
長
さ
が

適
当
で
細
根
の
発
生
が
多
く
な
る
。
が
、
過
湿

地
で
は
苗
木
の
生
理
障
害
を
起
し
生
育
不
良
に

な
る
こ
と
が
多
い
。

②
ま
き
付
床

畑
•
水
田
と
も
に
平
床
式
と
あ
げ
床
式
が
あ

国
ま
き
付
苗
の

養
成

冷
蔵
庫
に
貯
蔵
す
る
。
湿
度

は
9
0
％
程
度
に
保
つ
と
発
芽

率
が
落
ち
な
い
。

な
お
、
ビ

ニ
ー
ル
や
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
袋
は
使
用
し
な
い

こ
と
。

③
水
中
貯
蔵

川
底
が
砂
か
砂
利
の
清
流

を
選
び
種
子
を
布
袋
に
入
れ

た
ま
ま
浸
漬
し
て
貯
蔵
す
る
。

水
中
貯
蔵
は
‘
発
芽
が
幾

分
遅
れ
る
が
、
秋
ま
き
の
場

合
の
よ
つ
に
ま
き
つ
け
ま
で

の
期
間
が
短
か
い
時
に
は
良

法
と
い
え
る
。

叫
rレ

と

る
が
、
水
田
の
場
合
は
あ
げ
床
式
が
よ
い。

床
幅
は
1
m
く
ら
い
が
適
当
で
、
そ
の
他
は
‘

ー
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
方
法
と
同
様
で
よ
い
が
特
に

床
固
め
を
す
る
必
要
は
な
い
。

③
施
肥
（
基
肥
）

施
肥
料
は
1
面
当
り
、
完
熟
堆
肥
悶
i
⑬

kg

の
ほ
か
成
分
量
で
窒
素
1
5
1
20g‘

燐
酸
1
0
1

1
5
g
、
加
里
7
1
1
0
g
、
生
石
灰
2
0
1
3
0
g施

用
す
る
。
け
い
糞
の
施
用
は
‘
化
学
肥
料
単
用

よ
り
生
長
が
よ
い
よ
う
で
あ
る
。

最
近
大
苗
生
産
を
目
標
に
し
た
多
肥
栽
培
が

よ
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

④
ま
き
付

m
3
月
中
1
下
旬
、
積
子
を
取
り
出
し
、
虫
害

の
有
無
を
調
べ
る
た
め
水
中
に
浸
漬
し
、
水

に
沈
ん
だ
植
子
の
み
を
選
ん
で
袋
に
入
れ
、

発
芽
促
進
の
た
め
流
水
に
一
昼
夜
く
ら
い
浸

漬
す
る
。

②
種
子
は
大
き
さ
に
よ
っ
て
生
長
差
が
生
じ
る

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
大
小
に
区
分
し
て
ま
き

種子の選別

付
け
る
。

③
ま
き
付
方
法
に
は
‘
ば
ら
ま
き
・
点
ま
き
・

条
ま
き
な
ど
が
あ
る
が
、
ク
ヌ
ギ
の
よ
う
に

大
粒
で
生
長
の
早
い
も
の
は
点
ま
き
が
よ
い
。

④
床
面
に
溝
と
直
角
方
向
に
1
0
c
m
間
隔
の
線
状

の
溝
を
掘
り
‘
こ
れ
に
1
粒
ず
つ
1
0
c
m
く
ら

い
の
間
隔
で
ま
き
付
け
る
。

③
ク
ヌ
ギ
は
種
子
の
先
端
か
ら
幼
根
お
よ
び
幼

芽
を
出
す
の
で
、
種
子
は
横
向
き
か
斜
上
と

し
、
覆
土
は
1
1
2
c
m
と
す
る
。

固
ま
き
付
量
は
‘
1
面
当
り
100
粒
と
す
る
。

な
お
、
調
整
さ
れ
た
種
子
は

90％
以
上
の
発

芽
率
が
あ
る
。

⑤
管
理

①
ク
ヌ
ギ
苗
は

一
般
に
強
健
で
あ
る
が
、
病
虫

害
の
発
生
‘
梅
雨
期
に
お
け
る
滞
水
に
注
意

す
る
と
と
も
に
周
期
的
な
除
草
に
努
め
る
。

②
苗
木
の
生
長
を
よ
く
す
る
た
め
に
は
、
追
肥

が
必
要
と
な
る
。
一
年
生
で
苗
長
4
0
c
m
以
上
、

根
元
径

8mm
以
上
を
目
標
に
す
れ
ば
、

7
月

ミ9999_ ,99 ●9心—•

仮植状況



固 圧 (8)

ーー一霞囀-
優良材生産は直材づくりから．I

肱川土場木材相場表 第 352回市昭和59年7月27日
県森連市より （単位オ当り・円）

ス ギ ヒノキ マ ‘ソ
長 さ 未口径 その他

チョク マガ‘リ チョク マカ→リ

7cmT 本 306本 85 本 341 本 101 松パルプ

8cmJ:::. 56 29 76 33 未口 6cm上
4m  13cm_l:_ 56 38 116 84 18cmJ:: 66 長さ 2m

18cmJ:. 74 144 24cmJ:. 79 28円
30cm__!:_ 137 249 30cmJ:. 91 

雑パルプ
7cmr 本 162 本 57 本 202 本 57 未口 6cm上
8cmJ::. 44 33 56 32 長さ 2m

3 m  
llcmJ:. 44 33 86 64 34円
13cm（二） 77 126 18cmJ:: 63 
13cmほ） 109 207 24cmJ::.66 ノゞ リ木オ

18cmJ::. 70 116 30cmJ:: 73 材（松・杉・桧）

未口 3-6cm 
7cm7' 本 32 本 13 本 32 本 13 長さ 2m

2 m  
8cmJ:. 18 7 18 7 1本 57円
16cmJ::. 28 7 49 7 13cmJ::. 28 
30cmJ::. 56 119 3Qcm_.1:_ 28 松ハ リ 材

13cmに）
16cm-22cm 

6m  84 196 3m 63円
13cm{m 94 294 4m 74円

特選
13cm（二） 136 248 5m 84円

13cm（元） 248 546 6m 77円

足場 lm当り 25-1攻0円 尺当り 8-47円 1等材

1庸考
松材は買気殺到して異常高が続く。しかし、杉・桧材 は 原 木 不

足にもかかわらず相場は盛り上りを欠く。

戸 ←• =.＜ _ 
ゥ 椎茸市況・

I 

―--パ
椎茸生産はクヌギ林造成から．I

1肱川町森林組合乾椎茸相場表 I

1.市売日……昭和59年7月26日

1. 販売数量…•••202 ケース 4,322.9kg 

1.数量内容及び平均単価

区分 銘香 信ドンコ

数量(kg) I 8 8 4. 4 I 2 6 3. 2 

比率（％） 20.51 6.1 

平均単価 4,11614,306 

1.銘柄別価格

特用パレ コ ー コ その 他

2,381.81-1793.5 

55.11-f  18.3 

2,9031-12,399 

銘 朽丙 単 fiffi 銘 村丙 単 価

大 厚 8,400 ドンコ小 4,090 

中厚上 特用大葉 4,520 

中厚並 8,090 大パレ 3,700 

大 屑 6,140 特用中葉 4,620 

大ウス 6,960 中パレ 3,430 

中ウス上 特用小葉 3,590 

中ウス並 6,590 /」、ノ<レ 2,480 

4ヽ ウス 4,440 変形大 4,250 

ジャミウス 3,428 変形小 4. 190 

ドンコ大 8,650 色 落 2,480 

ドンコ中 7,020 コーコ

の
第
二
生
長
期
に
合
せ
た
追
肥
が

効
果
的
で
あ
る
。

⑥
掘
取
り

m秋
又
は
春
に
掘
取
り
を
す
る
。

③
掘
取
っ
た
苗
木
は
‘
根
元
径
の

大
き
さ
や
形
質
の
良
否
な
ど
を

基
準
に
し
て
選
苗
す
る
。

③
山
行
苗
と
す
る
場
合
は
、
根
元

径
に
重
点
に
置
い
て
厳
格
に
選

苗
す
る
。

④
根
は
で
き
る
だ
け
乾
燥
し
な
い

よ
う
心
掛
け
て
仮
植
す
る
。

因
山
行
苗
の
養
成

本
県
で
は
‘
一
年
生
苗
か

一
回

床
賛

一年
生
苗
で
山
出
し
し
て
い

る
が
、
植
栽
後
の
生
長
を
よ
く
す

る
た
め
に
は
‘
ニ
ー
三
年
生
（
一

回
床
替
据
置
一
年
か
二
回
床
替
三

年
生
苗
）
の
大
苗
を
山
行
苗
と
す

る
の
が
よ
い
。

特
に
補
植
、
欠
株
補
植
に
は
大

苗
を
用
い
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

①
床
替
床

ま
き
床
と
同
じ
方
法
で
よ
い
。

②
施
肥

m施
肥
量
は
‘
1
面
当
り
完
熟
堆

肥
闊
ー
闊
kg
の
ほ
か
成
分
量
で

窒
素
2
0
1
2
5
g
‘

燐
酸
1
7
1
2
0

g
‘
加
里
は
1
2
1
1
5
g
、
生
石
灰

30
足
韮
令
肥
と
し
て
施
用
す
る
。

②
据
置
き
し
た
場
合
の
施
肥
は
‘

列
間
に
溝
を
掘
り
、
苗
床
の
生

長
具
合
を
み
て
床
替
の
場
所
に

準
じ
て
施
用
す
る
。

何
れ
に
し
て
も
‘
採
種
時
よ
り

増
量
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

図(|)播種数別の生長
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③
床
替

①
1
5
i
2
0
c
m
に
根
切
り
し
た
も
の
を
床
替
す
る
。

②
二
年
生
山
行
苗
を
目
標
と
し
て
床
替
本
数
は

1
面
当
り
3
5
i
4
0
本
程
度
と
す
る
。

し
か
し
‘
床
替
苗
の
大
き
さ
‘
目
標
と
す
る

山
行
苗
の
大
き
さ
‘
据
置
す
る
か
し
な
い
か

等
を
考
慮
し
て
決
定
す
る
。

④
管
理

①
ま
き
付
床
床
と
同
様
に
除
草
‘
病
虫
害
の
防

除
を
す
る
。

③
追
肥
は
生
長
状
態
を
み
て
き
め
る
。

⑤
掘
取
り

，

ま
き
付
苗
の
養
成
と
同
じ
で
あ
る
が
、
掘
取

り
後
は
苗
木
を
乾
燥
さ
せ
な
い
よ
う
畑
の
風
当

り
の
少
い
場
所
に
溝
を
掘
っ
て
一
列
に
並
べ
て

仮
植
す
る
。

（
林
業
改
良
指
導
員

古
川

図（3)覆土の厚さと苗木の生長
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{9)~ 亨

曰
栽
培
管
理

①
乾
燥
防
止
と
敷
草

8
月
上
・
中
旬
の
乾
燥
は
‘
毬
果
の
肥
大
に

特
に
影
響
が
あ
る
。

栗
の
中
で
早
期
に
裂
果
の
お
こ
る

「筑
波
」

栗

秋
野
菜
の
種
ま
き
に
水
分
不
足
や

過
湿
状
態
で
は
‘
発
芽
が
悪
く
な
る
。

比
較
的
発
芽
し
や
す
い
の
は
、
キ
ャ

ベ
ツ

・
カ
プ
・
ダ
イ
コ
ン
で
あ
る
が
、

［

タ
マ
ネ
ギ
・
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
・

ニ
ン

ジ
ン
・
チ
シ
ャ
な
ど
は
‘
乾
燥
す
る
ほ
ど
梃
端

に
発
芽
が
悪
く
な
る
。

発
芽
を
迅
速
・
均

一
に
す
る
た
め
、
ゴ
ボ
ウ
・

フ
ダ
ン
ソ
ウ
・

ニ
ン
ジ
ン
な
ど
は
種
皮
を
洗
っ

て
ま
く
と
よ
い
。

ま
た
‘
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
種
子
も
低
温
で
浸

種
し
、
日
陰
で
催
芽
し
て
ま
く
と
、
そ
の
後
温

度
が
高
く
て
も
順
調
に
発
芽
す
る
が
、
生
育
に

は
適
当
な
水
分
が
必
要
で
あ
る
。

な
お
‘

エ
ン
ド
ウ
・
イ
ン
ゲ
ン
な
ど
の
豆
類

は
浸
種
す
る
と
種
子
の
腐
敗
が
多
く
な
る
。

と
く
に
大
雨
で
は
畑
の
排
水
を
早
く
し
な
い

と
、
根
腐
れ
や
病
気
の
発
生
に
よ
り
被
害
が
大

き
く
な
る
の
で
事
前
に
排
水
路
を
点
検
整
備
し

て
お
く
。

雨
後
は
株
元
を
手
直
し
し
、
浅
く
中
耕
す
る
。

土
の
付
着
し
た
茎
葉
は
散
水
し
て
洗
い
流
す

と
と
も
に
殺
菌
剤
の
散
布
を
行
い
‘
速
効
性
肥

二
、
台
風
と
技
術
対
策

台
風
発
生
後
の
気
象
情
報
に
注
意
し
、
早
目
料
を
少
量
づ
つ

一
ー
ニ
回
迫
肥
す
る
と
よ
い
。
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野菜の管理

一
、
秋
野
菜
の
種
ま
き

に
対
策
を
講
じ
る
。

日
風
の
対
策

台
風
前
の
種
ま
き

・
植
え
付
け
・
間
引
作
業

は
さ
け
る
。
植
え
付
け
後
の
も
の
は
株
元
に
土

寄
せ
を
し
て
風
に
よ
る
動
よ
う
を
防
ぐ。

支
柱
栽
培
の
も
の
は
、
防
風
ネ

ッ
ト
を
か
ぶ

せ
、
果
実
の
早
目
に
収
穫
し
て
お
く
。

口
雨
の
対
策

種
ま
き
後
に
風
雨
で
た
た
か
れ
な
い
よ
う
‘

切
り
ワ
ラ
や
モ
ミ
ガ
ラ
を
か
け
る
。
植
え
付
け

後
の
苗
も
株
元
へ
敷
き
ワ
ラ
や
ポ
リ
マ
ル
チ
な

ど
を
し
て
、
根
傷
み
や
土
の
は
ね
上
が
り
を
防

t

o
 

＜
 

8
月
の
果
樹
園
管
理

の
被
害
も
こ
の
時
期
の
乾
燥
す
る
こ
と
が
要
因

と
さ
れ
て
い
る
。

草
刈
り
を
行
な
い
、
養
水
分
の
競
合
を
早
く

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

②
早
生
種
の
収
穫

早
生
糧
の
収
穫
時
期
は
気
温
が
高
い
の
で
、

品
質
保
持
に
重
点
を
お
き
‘
午
前
中
に
収
穫
を

す
る
。

口
病
害
虫
防
除

①
モ
モ
ノ

コ
マ
タ
ラ
メ
イ
ガ

8
月
は
第

2
回
の
成
虫
の
発
生
期
で
、
発
生

ピ
ー
ク
は
‘
8
月
中
旬
頃
で
あ
る
。

防
除
は
、
8
月
上

・
中

・
下
旬
に
各

1
回‘

エ
ル
サ
ン
粉
剤

(
3
%
）
か
エ
ル
サ
ン
乳
剤
調

倍
を
散
布
す
る
。

②
ク
リ
イ
ガ
ア
プ
ラ
ム
シ

8
月
上
旬
頃
か
ら
虫
数
が
増
加
し
て
く
る
の

で
、
昨
年
発
生
し
た
園
で
は
注
意
す
る
。

薬
剤
は
‘
モ
モ
ノ
ゴ
マ
ダ
ラ
メ
イ
ガ
の
防
除

薬
剤
と
同
じ
。

③
毬
果
に
対
す
る
浸
入
は
、

7
月
中
旬
の
毬

果
肥
大
初
期
か
ら
肥
大
後
期
ま
で
続
く
。

防
除
は
‘
7
月
中
旬
ー
8
月
中
旬
に
か
け
て

の
毯
果
肥
大
期
に
、
ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤
直
倍

液
か
ト
ッ
プ
ジ
ン

M
粉
創
を
散
布
す
る
。

日
栽
培
管
理

①
か
ん
木

柚
子
は
深
根
性
で
干
ば
つ
に
強
い
と
考
え
ら

れ
る
が
、
土
壌
水
分
が
高
い
ほ
う
が
発
育
が
旺

盛
と
な
る
こ
と
か
ら
、
晴
天
が
続
く
と
か
ん
水

し
て
や
る
必
要
が
あ
る
。

又
、
干
ば
つ
の
影
響
と
し
て
昨
年
多
発
し
た

ホ
ー
ソ
欠
乏
な
ど
の
微
量
要
素
欠
乏
も
で
て
く

る。口
病
虫
害
防
除

①
黒
点
病

8
月
の
防
除
は
、

後
期
感
染
の
防
止
と
い

う
意
味
か
ら
重
要
で
あ
る
。

定
期
的
な
防
除
と
し
て
は
、
8
月
中
旬
i

下
旬
が
考
え
ら
れ
る
が
、
前
回
散
布
よ
り
‘

積
算
降
雨
量
が

200i250mm
に
達
す
れ
ば
薬
剤

散
布
を
す
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
。

柚
子

▼モモノゴマダラノメイガ

薬
剤
は
‘
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
水
和
剤
600
倍
を
か

エ
ム
ダ
イ
フ
ァ
ー
水
和
剤
600
倍
を
散
布
す
る
。

な
お
、
散
布
に
あ
た
っ
て
は
展
着
剤
の
加
用
や

他
剤
と
の
混
用
は
避
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

③
ミ
カ
ン
ハ
ダ

ニ

平
年
よ
り
梅
雨
明
け
が
早
く
梅
雨
明
け
以
後

か
ら
発
生
増
加
の
園
が
多
く
み
ら
れ
る
。
時
々
‘

園
内
を
見
回
っ
て
、
一
葉
平
均
雌
成
虫
が

2
i

3
匹
に
達
し
た
時
期
に
防
除
を
行
う
。

薬
剤
は
‘
ケ
ル
セ
ン
乳
剤
膚
倍
を
散
布
す
る
。

な
お
‘
ケ
ル
セ
ン
乳
剤
は
収
穫

21
且
即
ま
で

の
使
用
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
青
玉
収
穫
園
で

は
使
用
し
な
い
。

,. 
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匝 岱巨血(10)

表 1 むし歯の罹患率と処置率

(|）学年別罹患率

゜1年

2年

3年

4年

5年

6年

全校

％は、その学年に対する罹患率

(2)学年別処置率(5月15日現在）

0 50 100 

1年1
0人

14人中

2年

人
~ 13.6% 〒[--5年

4年

子
供
達
の
む
し
歯
を
予
防
す
る
に
は

幼
児
期
と
学
童
期
に
お
け
る
親
の
考
え

方
が
し
っ
か
り
と
し
て
い
な
く
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
歯
磨
ぎ
―
つ
を
と
っ
て
み

て
も
、
食
事
の
あ
と
と
寝
る
前
に
は
‘

必
ず
習
慣
と
し
て

ハ
ブ
ラ
シ
を
口
の

中
に
つ
っ
こ
む
事

が
大
切
で
す
。
子

供
が
泣
こ
う
と
わ

め
こ
う
と
、
正
し

い
事
、
正
し
い
と

さ
れ
て
い
る
こ
と

を
行
う
の
が
愛
情

で
す
。
子
供
を
む

し
歯
の
痛
さ
で
泣

6年

50 

0% 

lQO 

26人
..戸 21.1%

％は、その学年のむし歯 り患者に対する処謹率

全校

中
野
小
学
校
P
T
A
の
保
健
体
育
部

で
は
‘
「
健
康
な
体
作
り
は
‘
丈
夫
な
歯

づ
く
り
か
ら
」
と
い
う
こ
と
で
「
歯
の

健
康
・
虫
歯
治
療
率
の
向
上
」
を
年
間

目
標
に
し
て
、
保
健
活
動
を
積
極
的
に

進
め
て
い
ま
す
。

今
回
、
啓
発
用
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「み

ん
な
の
歯
」
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

五
月
十
五
日
現
在
で
の
全
児
童
の
歯

科
検
診
結
果
が
調
査
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
意
欲
的
な
取
り
組
み
が
‘
健
康

で
明
る
い
子
供
達
を
育
て
て
い
く
事
で

し
ょ
う
。

〇
歯
科
検
診
結
果
（
一
部
で
す
）

0
む
し
歯
の
な
い
児
童

九
名
（
全
校
児
童
の
六
・八
％
）

0

む
し
歯
の
処
置
ガ
完
了
し
て
い
る
児

童
。
二
十
三
名
（
む
し
歯
を
も
つ
児
童

の
十
八
・
五
％
）
で
し
だ
。

0
む
し
歯
の
罹
患
率
と
処
置
率
は
別
表

口
の
と
お
り
で
す
。

0
学
年
…
…
男
女
別

一
人
涜
だ
り
の
む

し
歯
数
は
別
表
口
の
と
お
り
で
す
。

む
し
歯
予
防
に
つ
い
て
は
‘
今
ま
で

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
あ
り
方
だ

け
で
は
児
童
の
む
し
歯
を
減
ら
す
、
予

防
効
果
は
充
分
で
な
い
。
保
健
指
導
に

よ
っ
て
む
し
歯
を
ゼ
ロ
に
す
る
事
を
期

待
す
る
と
い
う
よ
り
も
‘
健
全
歯
の
状

態
を
一
年
で
も
長
く
持
た
せ
、
む
し
歯

を
で
き
る
だ
け
少
く
し
て
い
こ
う
と
い

e ̀  
5 、． 

ー
中
野
J
J
P
丁
A
保
健
体
育
郎
の
取
り
く
み

ー

切う
に考表2 学年…男女別一人あたりのむし歯数（処置歯はのぞ〈
なえ
つ方

てに 一
し‘ 上 人

ぁ
るつ た

よた i
う活 t5本

で 動 歯
すか

ぐ 数

10本
9.0 | 1男子

ヒ女 子

ー全体

特
に
大

全校

一
生
使
え
る
よ
う
に

み
ガ
こ
う
よ

歯
っ
て
大
好
き

だ
っ
て
食
べ
物
を

よ
く
こ
な
し
て
く
れ
る
も
ん

詩
…
…
…
II

歯
II

中
野
小
六
年

か
す
前
に
、
歯
ブ
ラ
シ
に
な
れ
さ
せ
る

事
が
大
切
で
す
。
歯
を
磨
く
と
い
う
習

慣
を
つ
け
さ
せ
る
事
が
大
切
で
す
。

特
に
乳
歯
の
時
が
大
事
で
す
。
八
ヶ

月
で
上
下
の
前
歯
が
出
、
そ
し
て
左
右

五
本
づ
つ
上
下
で
二
十
本
が
生
え
そ
ろ
い

ま
す
。
乳
歯
は
ど
う
せ
生
え
か
わ
る
か
ら

い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
考
え
は
と
ん
で

も
な
い
話
で
す
。
大
切
に
し
て
下
さ
い
。

歯
が
全
部
は
え
そ
ろ
っ
て
い
る
子
供

と
、
む
し
歯
で
多
く
を
失
っ
て
い
る
子

供
は
、
体
格
や
行
動
に
差
が
出
て
い
ま

す
。
や
は
り
‘
よ
く
噛
み
‘
よ
く
唾
液

を
混
ぜ
て
の
み
こ
む
事
が
第
一
で
す
。

成
長
期
グ
栄
養
を
と
る
た
め
に
も
歯
は

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

木
村
さ
つ
き

歯
っ
て
き
ら
い

だ
っ
て
す
ぐ
む
し
歯
に
な
る
も
ん

一
度
だ
け

あ
ま
い
も
の
を
お
も
い
っ
き
り
食
べ
て

み
だ
い

歯
っ
て
大
切
だ
な

で
も
、
ど
う
し
て
み
ガ
く
の
？

だ
っ
て
歯
ガ
全
部
む
し
歯
じ
ゃ
力
な
わ

な
い

そ
れ
じ
や
あ
む
し
歯
ガ

で
き
な
い
よ
う
に
み
ガ
こ
う
よ

▼
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

戦
が
終
っ
た
。
今
年
は
例
年

に
な
く
引
き
分
け
試
合
が

多
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
三

年
前
に
三
部
リ
ー
グ
制
に

な
っ
て
か
ら
、
入
れ
替
え
な

ど
も
あ
り
、
や
や
落
ち
着
い

て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

又
、
今
年
度
か
ら
は
、
運

営
の
主
体
が
肱
川
町
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
と
な
り
、
参
加

者
み
ん
な
で
運
営
し
よ
う
と
い
う

気
運
に
も
な
り
、
い
よ
い
よ
本
物

に
な
っ
て
き
つ
つ
あ
る
。

だ
が
、
や
は
り
問
題
点
も
い
く

つ
か
あ
る
よ
う
に
思
う
。

放
棄
試
合
の
問
題
・
審
判
の
判

定
な
ど
に
対
す
る
ト
ラ
ブ
ル
…
…

な
ど
。

▼
お
互
い
が
自
分
達
の
役
割
り
を
も

う
一
度
確
認
し
て
、
新
た
な
気
持
ち

で
、
取
り
組
め
ば
こ
の
問
題
は
解
決

で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

十
二
年
続
け
て
い
る
弊
害
で
な

V
、
十
二
年
続
い
た
伝
統
の
上
に
、

も
っ
と
”
よ
い
面
“
を
築
い
て
い

き
た
い
も
の
だ
。

▼
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
始
め
、
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
ス
ポ
ー
ツ
で
は
い
ろ
い

ろ
な
問
題
も
出
て
い
る
が
、
一
番

底
辺
で
、
み
ん
な
が
楽
し
ん
で
、

地
域
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
社
会

体
育
で
は
、
一
生
懸
命
の
プ
レ
ー

の
中
に
「
笑
顔
」
と
い
う
心
の
ゆ

と
り
を
持
っ
て
い
た
い
と
思
う
。

そ
し
て
生
活
に
も
…
…
。

ファインダー



(11)を四 匝

町
内
に
あ
る
文
化

財
の
保
護
・
指
定

・

活
用
な
ど
の
活
動
を

さ
れ
て
い
る
文
化
財

保
護
審
議
会
の
研
修

が
、
こ
の
程
、
山
口

県
の
萩
を
中
心
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
七
年
度

か
ら
就
任
さ
れ
て
い

る
土
井
豊
城
委
員
さ

ん
に
研
修
地
の
文
化

的
遺
産
や
文
化
財
の

よ
う
す
、
歴
史
を
書

い
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
紹
介
し
ま
す
。

〇
萩
市
と
松
下
村
塾

萩
市
は
‘
毛
利
三

十
六
万
石
の
居
城
と
し
て
栄
え
た
。
白

壁
の
武
家
屋
敷
や
町
家
の
石
垣
・
土
塀

な
ど
に
当
時
の
様
子
が
し
の
ば
れ
る
。

吉
田
松
陰
が
安
政
三
年
(
-
八
五
六

年
）
七
月
か
ら
二
年
半
に
わ
た
っ
て
子

弟
を
教
育
し
た
塾
が
松
下
村
塾
で
あ
り
、

伊
藤
博
文
・
高
杉
晋
作
・
木
戸
孝
允
・

山
形
有
明
…
…
な
ど
多
く
の
維
新
の
英

雄
が
出
て
い
る
。
吉
田
松
陰
は
三
十
歳

で
刑
死
し
た
が
、
日
本
の
歴
史
を
変
え

る
事
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

松
陰
神
社
の
境
内
に
あ
り
、
訪
れ
る

人
が
多
い
。

お
う
ば
く

し
＂ぅ

〇
黄
槃
宗
東
光
寺

元
禄
四
年
、
三
代
藩
主
毛
利
吉
就
が

建
立
し
た
。
吉
就
は
若
く
し
て
、
深
く

黄
架
宗
と
い
う
禅
僧
に
帰
依
し
、
京
都

府
宇
治
市
本
山
黄
柴
山
万
福
寺
に
範
を

求
め
、
広
壮
な
堂
を
建
立
し
た
。
吉
就

古都山日の散歩道
文化財保護害議会研修

の
没
後
は
毛
利
家
の
菩
提
寺
と
な
り
‘

藩
主
や
近
親
者
の
墓
が
立
派
に
建
て
ら

れ
、
重
臣
・
家
臣
諸
家
よ
り
献
上
し
た

石
灯
籠
五
百
基
が
整
然
と
立
ち
並
び
、

周
囲
に
老
杉
・
桧
の
大
樹
が
う
っ
そ
う

と
生
い
茂
り
、
厳
か
な
感
が
し
た
。

〇
萩
焼

慶
長
年
間
に
朝
鮮
の
陶
工
李
勺
光

・

李
敬
兄
弟
の
開
窒
に
よ
る
。
毛
利
藩
の

御
用
窒
と
し
て
専
ら
、
高
麗
風
の
茶
陶

を
製
作
し
た
。
「
一
楽
・
二
萩
・
三
唐
津
」

と
称
し
、
茶
人
に
深
く
愛
さ
れ
た
。

三
百
六
十
年
経
た
今
で
も
伝
統
的
技

法
は
守
ら
れ
、
素
朴
で
風
趣
に
富
み
‘

愛
用
し
て
い
る
う
ち
、
そ
の
色
調
を
景

色
が
様
々
に
変
化
し
「
萩
の
七
化
け
」

と
呼
ば
れ
る
。

0

萩
城
跡

毛
利
輝
之
が
関
ヶ
原
で
敗
れ
た
後
、

慶
長
九
年
、
防
長
二
州
三
十
六
万
石
の

居
城
と
し
て
築
い
た
。
明
治
維
新
後
、

解
体
さ
れ
、
現
在
で
は
堀
と
城
壁
の
一

部
・
石
垣
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

の
練
習
や
試
合
を
通

し
て
、
団
体
活
動
の
よ
さ
や
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
ね
ら
い

で
、
今
年
度
の
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
は
、
八
月
十
二
日
に
町
民
運
動
場
で

開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
‘

正
山
ニ
チ
ー

ム
、
大
谷
二

チ
ー
ム
、
中
央
ニ
チ
ー
ム
、
岩
谷
、
予

子
林
が
各

一
チ
ー
ム
の
合
計
八
チ
ー
ム

が
出
場
し
ま
し
た
。

試
合
は
ニ
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
ブ
ロ
ッ

ク
別
リ
ー
グ
戦
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

結
局
、

A
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
は
大
谷
A
、

B
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
は
予
子
林
が
勝
ち
進

み
決
勝
に
出
場
し
ま
し
た
。

〇
常
栄
寺
（
雪
舟
庭
園
）

雪
舟
と
い
え
ば
、
幼
い
時
、
涙
で
鼠

を
描
い
た
こ
と
で
有
名
だ
が
、
雪
舟
は

備
中
赤
浜
の
人
で
、
京
都
や
鎌
倉
で
絵

を
学
び
、
禅
を
修
め
、
中
国
大
陸
に

渡
っ
て
芸
術
家
と
し
て
成
長
し
た
。
こ

の
庭
園
は
、
約
五
百
年
前
、
大
内
政
弘

が
別
荘
と
し
て
、
雪
舟
に
頼
み
築
庭
し

た
も
の
で
あ
る
。
前
庭
の
枯
山
水
に
は
‘

富
嶽
を
中
心
に
中
国
の
名
山
を
か
た

ど
っ
た
石
を
配
し
、
後
方
の
池
の
周
囲

に
は
大
き
な
仏
石
を
ポ
イ
ン
ト
に
、
十

六
羅
漢
・
坐
禅
石
・
竜
門
の
滝
を
、
ま

少
年
ソ
フ
ド
ポ
ー
ル
大
会

僅
勝
！予

子
林
へ

決
勝
戦
の
頃
か
ら
、
そ
れ
ま
で
快
晴

だ
っ
た
の
が
雨
に
な
り
、
一
回
表
が
終
っ

た
時
点
で
雨
天
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

役
員
さ
ん
の
話
し
合
い
の
結
果
抽
選

で
予
子
林
が
優
勝
し
ま
し
た
。

年
々
、
こ
の
大
会
は
盛
り
上
が
っ
て

お
り
‘
御
父
兄
の
応
援
も
ふ
え
て
い
る

よ
う
で
す
。
子
供
達
に
と
っ
て
、
夏
休

み
の
楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。

指
導
者
の
み
な
さ
ん
、
本
当
に
ご
苦

労
様
で
し
た
。

ー

＊
 クン

―
イ

一
テ
―
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ー

イ
―

ナ
―
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r

-
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た
心
字
池
の
中
に
は
、
亀
島
・
鶴
島
を

う
か
べ
、
雪
舟
の
山
水
画
を
見
る
思
い

で
あ
っ
た
。

0

防
府
天
満
宮

菅
原
道
真
公
を
お
祀
り
し
て
い
る
お

社
は
、
全
国
に
約
一
万
二
千
社
も
あ
る

が
、
北
野
天
満
宮
、
大
宰
府
天
満
宮
と

並
ん
で
日
本
三
大
天
神
の
―
つ
で
あ
る
。

九
州
へ
左
遷
さ
れ
る
折
、
太
宰
府
へ

の
途
中
、
周
防
の
こ
の
地
に
寄
ら
れ
＂
身

は
筑
紫
に
て
果
つ
る
と
も
、
魂
聰
は
必

ず
此
の
地
に
帰
り
来
ら
ん
“
と
誓
わ
れ
、

淋
し
く
旅
立
た
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
朱

購
入
図
書
紹
介

女

一

人

の

約

束

黒

木

ハ

マ

わ
た
し
の
酒
亭
・
新
宿
「
秋
田
」

神
成
志
保

羽
仁
説
子

村
山
リ
ウ

川
添
未
子

あ
る
人
間
形
成

わ
た
し
の
中
の
女
の
歴
史

人
形
師
へ
の
道

あ
る
女
性
政
治
家
の
半
生

加
藤
シ
ズ

エ

高
井
と
し
を

棧
敷
よ
し
子

佐
瀬
恭
子

秋
庭
ヤ
エ
子

大
塚
未
子

石

屋

愛

笹
森
恵
子

わ
た
し
の
「
女
エ
衰
史
」

永
遠
な
る
青
春

赤
ま
ん
ま
の
歌

ナ
ナ
カ
マ
ド
の
挽
歌

き
も
の
と
と
も
に

お
母
さ
ん
の
思
い
出

恵
子
・
ゴ
ー
オ
ン

遥
か
な
る
幼
の
父
よ

み
ど
り
・
ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
田
中

不

器

男

句

文

集

塩

崎

月

穂

さ
わ
や
か
愛
の
秘
密
ア
ド
バ
イ
ス

深
谷
和
子
監

減
塩
な
し
で
血
圧
は
下
が
る
青
木
久
三

塗
り
の
本
殿
・
廻
廊
・
桜
門
等
の
建
物

は
三
度
も
災
火
に
罹
り
再
建
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

そ
の
他
、
毛
利
邸
・
明
倫
館
跡
な
ど

数
多
く
の
素
晴
ら
し
い
文
化
遺
産
・
文

化
財
に
ふ
れ
る
事
が
出
来
た
が
、
紙
面

の
都
合
に
よ
り
割
愛
し
ま
す
。

こ
こ
中
国
路
で
は
、
そ
こ
に
住
む
一

人
一
人
が
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
、
観

光
資
源
と
し
て
、
心
を
結
ぶ
物
と
し
て

大
切
に
保
存
し
、
活
用
し
て
い
る
。

私
達
の
古
里

fl

肱
川
“
で
も
も
っ
と

も
っ
と
進
め
て
い
き
た
い
も
の
だ
。
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石
川
五
右
衛
門
（
安
土
桃
山
時
代
の

大
盗
賊
）
の
辞
世
の
科
白
（
せ
り
ふ
）

で
は
な
い
が
、
世
に
盗
人
の
種
は
尽
き

な
い
よ
う
で
、
嘉
永
年
間
の
覚
書
き
に

賊
に
味
方
し
た
者
の
処
分
が
記
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
盗
難
届
も
沢
山
残
っ
て

い
る
が
、
そ
の
中
か
ら
二
点
は
ど
抜
き

出
し
て
み
た
の
で
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

覚

一
盗
賊
の
隠
し
宿
を
し
た
者
は
、
場
合

に
よ
っ
て
は
、
そ
の
賊
と
同
様
に
き
っ

と
厳
重
な
科
（
と
が
）
を
申
し
つ
け

る
。
も
っ
と
も
、
こ
と
の
内
容
次
第

で
罰
に
も
軽
重
が
出
来
る
が
、
事
柄

如
何
で
は
、
組
内
の
者
に
申
し
付
け

そ
の
村
の
庄
屋
の
門
前
の
棒
へ
縛
り

付
け
、
晒
し
も
の
に
す
る
。
但
し
、

隠
し
宿
は
し
な
く
て
も
、
盗
品
と
知

り
な
が
ら
質
に
入
れ
た
り
、
売
り
払

う
世
話
を
し
た
り
、
あ
る
い
は
預
っ

た
り
し
た
よ
う
な
場
合
で
も
、
事
の

次
第
で
は
、
隠
し
宿
と
同
じ
扱
い
に

す
る
。

―
町
内
や
囲
辺
で
の
質
商
に
つ
い
て
は
、

今
回
か
ら
新
し
く
質
屋
の
軒
数
を
決

め
、
鑑
札
を
交
付
し
た
の
で
、
鑑
札

を
も
ら
っ
た
者
以
外
は
、
一
切
質
商

を
し
て
は
な
ら
な
い
。
若
し
心
得
違

い
を
し
た
者
が
あ
る
場
合
に
は
、

玖

き
っ
と
科
を
申
し
付
け
る
。
定
書
を

渡
し
た
か
ら
に
は
‘
堅
く
そ
の
定
を

守
り
、
質
入
れ
品
を
受
取
る
際
、
何

気
な
く
受
取
っ
た
り
し
な
い
よ
う
心

掛
け
よ
。

若
し
、
不
正
の
品
を
取
扱
っ
た
場
合

は
‘
と
が
め
の
上
質
商
の
鑑
札
を
取

り
上
げ
る
よ
う
命
令
す
る
。

一
古
衣
や
古
道
具
等
す
べ
て
古
物
類
の

桐
臼

パ
叫誓
〗

で
あ
っ
て
も
、
名
前
を
知
ら
な
い
者

よ
り
品
物
を
買
取
っ
て
は
な
ら
な
い
。

若
し
、
心
得
違
い
を
し
て
不
正
な
品

を
取
扱
っ
た
場
合
に
は
、
必
ず
と
が

め
の
上
許
可
証
を
没
収
す
る
。

一
質
入
れ
や
古
物
類
の
売
買
の
取
次
ぎ

を
し
た
者
で
も
、
相
手
の
名
前
も
知

ら
な
い
で
世
話
を
し
た
り
、
頼
ま
れ

⑤
 

た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。
若
し
、
心

得
違
い
の
あ
っ
た
場
合
は
き
っ
と
科

を
申
し
付
け
る
。

覚

あ
わ

p

＿

喜

一

枚

色

は

「
こ
ん
け
し

紋
は
角
の
切
っ
だ
閃
事

の
花

一

同

一

枚

空

い

ろ

で

縞

も

の

拮
（
す
そ
）
は
青
黒
色

一

問

一

枚

花

い

ろ

で

縞

も

の

拮
は
冑
黒
色

ひ
と
え

一
同
単
物
―
-
＿
枚
浅
黄
に
空
色
の
縞
入

一

同

一

枚
す
ガ
（
生
糸
）
を
撚
っ

だ
糸
入
り
で
縞
も
の

一

同

一

枚

よ

り

糸

入

で

縞

も

の

な

ん

ど

一
女
綿
入
一
枚
色
は
大
阪
納
一
戸
（
ね

b
み
あ
い
）
拮
は
花
色

一
じ
ゅ
ば
ん
一
枚
形
式
（
模
様
付
）

―
女
帯
＿
箭
小
購
（
琥
珀
当
字
）

一

同

一

箭
木
綿
地
で
模
様
入
り

中
間
に
継
自
あ
り

一
網

一
反

洩

黄

地

に

茶

赤

縞

一

同

一

反

花

色

地

に

糸

入

縞

一

同

一

反

洩

黄

地

茶

縞

ぴ
て

一
五
0
00

石
の
遅
り
六
閂
七
日
の
夜
、
大
屋
敷

組
惣
右
衛
門
宅
へ
賊
ガ
侵
入
し
て
怒
み

取
り
ま
し
だ
の
で
、
こ
こ
に
お
届
け
を

申

し

上

げ

ま

す

。

以

上

文
久
元
年
（
辛
酉
）
亡
日

大
谷
村
三
瀬
弥
三
右
衛
門

小
川
源
兵
衛
様

覚

せ
い
せ
ん

一
正
銭
（
鋳
銭
）
約
ぴ
て
四
百
自

ぉ
一

苧

約

十

五

貫

自

そ

ば

一
馨

麦

約

＿
斗
五
升

せ

ん

か

一
仙
過
（
仙
花
紙
）
約

一
束
と
八
状

出
番
で
すI
．
お
父
さ
ん
•
お
母
さ
ん

〇
拒
否
型
の
父
親

今
の
社
会
で
は
、
男
の
子
が
大
事
に
さ

れ
る
と
い
う
傾
向
が
あ
り
、
な
か
に
は
‘

女
の
子
は
嫌
い
だ
と
い
う
父
親
が
い
た
り

し
ま
す
。
き
ょ
う
だ
い
の
中
で
も
‘
父
親

の
理
想
の
姿
か
ら
遠
い
子
供
は
無
視
さ
れ

る
こ
と
が
起
こ
っ
た
り
し
ま
す
。

母
親
と
違
っ
て
父
親
は
子
供
に
対
し

て
‘
批
判
的
な
見
方
を
し
が
ち
で
、
そ
れ

は
男
性
的
な
態
度
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
‘
批
判
し
た
り
、
承
認
し
な
い
父
親
の

態
度
は
‘
子
供
に
と
っ
て
拒
否
さ
れ
た
と

い
う
ふ
う
に
受
け
取
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。父

親
か
ら
拒
否
さ
れ
た
経
験
の
多
い
子

供
は
、
発
達
の
面
で
、
物
事
を
上
手
に
処

理
す
る
能
力
や
、
自
主
的
に
物
事
を
す
る

習
慣
が
身
に
つ
き
に
く
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
又
、
拒
否
さ
れ
て
い
る
と
、
自
分

自
身
を
大
切
な
も
の
と
思
え
な
く
な
り
‘

自
信
が
持
て
な
く
な
り
ま
す
。

特
に
、
女
の
子
は
父
親
に
対
し
て
愛
情

を
強
く
持
つ
の
で
、
拒
否
さ
れ
る
と
し
っ

と
深
く
、
意
地
悪
に
な
る
そ
う
で
す
。

右
の
逹
り
正
閂
二
十
日
よ
り
一
干
三

日
の
間
に
、
大
平
組
惣
右
衛
門
方
の
土

蔵
へ
賊
ガ
侵
入
し
て
登
み
取
り
ま
し
だ

の
で
、
こ
こ
に
あ
届
け
申
し
上
げ
ま
す
。

以
上

文
久
元
年
（
辛
芦
）
四
自

大
谷
村
三
瀕
弥
三
右
衛
門

小
川
源
兵
衛
様

0
自
己
満
足
型
の
母
親

母
親
は
‘
子
供
が
可
愛
く
て
、
ど
ん
な

こ
と
で
も
か
な
え
て
や
る
こ
と
に
喜
び
を

抱
く
も
の
で
す
。
こ
れ
は
母
親
自
身
の
喜

び
の
た
め
に
子
供
の
発
達
を
犠
牲
に
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
子
供
は
自
分
の
欲
求

が
先
廻
り
し
て
、
か
な
え
ら
れ
て
し
ま
う

の
で
、
満
足
感
を
味
わ
う
が
、
そ
れ
が
当

り
ま
え
に
な
り
‘
し
ば
ら
く
我
慢
す
る
習

慣
が
身
に
つ
き
ま
せ
ん
。

乳
幼
児
期
に
我
慢
を
す
る
体
験
が
な
い

と
、
自
分
の
欲
求
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
、

現
実
の
酷
し
さ
に
対
処
し
て
い
く
自
我
の

働
き
が
発
達
し
ま
せ
ん
。
子
供
は
自
我
の

働
き
が
不
十
分
な
こ
と
を
、
も
の
た
り
な

い
感
じ
と
し
て
受
け
と
り
、
自
己
主
張
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
手
応
え
を
得
よ
う
と
す

る
か
ら
、
い
つ
ま
で
も
わ
が
ま
ま
を
言
う

子
に
な
り
ま
す
。

子
供
の
要
求
は
‘
母
親
の
満
足
と
反
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
母
親
よ
り
も
友
だ

ち
と
遊
び
た
い
時
期
に
‘
子
供
が
離
れ
る

の
が
淋
し
く
て
、
外
へ
遊
び
に
や
ら

ず
に
、
オ
モ
チ
ャ
を
沢
山
与
え
た
り

す
る
と
‘
子
供
は
喜
ぶ
の
で
母
親
は

満
足
す
る
が
、
こ
れ
は
‘
せ
っ
か
く

芽
生
え
始
め
た
社
会
性
の
発
達
の
芽

を
摘
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

子
供
の
心
を
し
っ
か
り
と
つ
か
み

ま
し
ょ
う
。

子
供
は
、
み
ん
な
大
切
に
…
…
。

⑰
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お
父
さ
ん
や
お

讐
ん
と
離
れ
て
、

ヽi
 

集
団
で
宿
泊
訓
練

や
野
外
活
動
を
行

[
、

9
[

う

「
町
内
幼
稚
園

合
同
お
と
ま
り
保

ス
―

育
」
が
、
七
月
二工

〗
〗じ

ー1 1
1
1
-

力
は
、
素
晴
ら
し
ぶ
の
が
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

い

も

の

で

、

初

め

子

供

達

は

と

て

も

創

造

力

が

豊

か

で

は
遠
慮
が
ち
に
‘
遊
び
の
中
に
表
わ
れ
て
き
ま
す
。

お

と

な

し

く

遊

ん

で

い

ま

し

た

が

、

す

そ

の

創

造

力

を

伸

ば

し

て

や

る

工

夫

ぐ
に
各
幼
稚
園
の
子
供
達
が
入
り
み
だ
が
大
切
で
し
ょ
う
。

れ

て

楽

し

く

、

伸

び

の

び

と

交

流

し

て

子

供

達

に

と

っ

て

は

‘

夏

休

み

の

大

い
ま
し
た
。
大
勢
の
友
達
の
中
で
‘
遊
き
な
思
い
出
の
一
っ
に
な
り
ま
し
た
。

'

ー

ー

＇

ー

、

ー

'

,

夏
休
み
は
、
愛
護
班
・
子
供
会
の
活

動
が
盛
ん
で
す
が
、
夏
休
み
に
入
っ
た

七
月
二
十

一
日
、
二
十
二
日
の
二
日
間

御
在
所
自
然
の
森
で
、
子
供
会
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
町
内
の
子
供
会
活
動
を
、
よ

り
活
発
に
す
る
た
め
、
リ
ー
ダ
ー
を
養

成
す
る
も
の
で
す
。

リ
ー
ダ
ー
に
必
要
な
技
術
や
考
え
方

い
ろ
い
ろ
な
実
技
を
取
り
入
れ
て
実
施

し
ま
し
た
。

各
愛
護
班
で
も
、
こ
の
リ
ー
ダ
ー
を

活
用
し
て
、
子
供
会
の
指
導
・
育
成
を

お
願
い
し
ま
す
。
自
分
達
で
や
ろ
う
と

す
る
意
欲
を
育
て
て
い
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

育
て
よ
う
、
子
供
会
／

子
供
会
を

育
て
よ
う
／
．

—
リ
ー
タ
—
研
修
ー

申び伸び育て肱川つ子
幻椎園おとまり保育

〇
屋
根

屋
根

―
つ
な
の
に
親
子
の
距
離
が
あ
り

良

子

犬
小
屋
の
屋
根
で
ズ
ッ
ク
の
日
な
た
ぼ

ふ
み
緒

こ
の
先
は
も
う
登
れ
な
い
屋
根
の
蔦

二
重
楼

0

こ
っ
そ
り

ピ
ー
ポ
ー
に
す
れ
ば

コ
ッ
ソ
リ
と
は
行

け

ず

嘉

儀

や
っ
と
寝
た
孫
に

コ
ッ
ソ
リ
毛
布
か
け

藤

子

コ
ッ
ソ
リ
と
聞
い
た
話
を
人
に
言
い

恵
美
子

お
隣
り
ヘ
タ
ベ
こ
っ
そ
り
嫁
が
来
た

ヒ
ロ
ミ

0
田
植

千
枚
田
の
田
植
ヘ
テ
レ
ビ
局
が
来
る

良

子

天
皇
も
田
植
を
な
さ
る
梅
雨
晴
雨ふ

み
緒

田
植
え
雨
み
の
の
重
さ
は
今
知
ら
ず

武

子

気
の
合
っ
た
同
志
や
と
っ
て
す
る
田
植

み
さ
ほ

0
雨

豪
雨
ま
た
悲
し
い
事
故
を
お
い
て
ゆ
く

末

未

雨
や
ど
り
の
客
で
混
ん
で
る
織
の
れ
ん

良

子

雨
三
日
あ
じ
さ
い
色
を
又
か
え
る算

8
3
1
3し

J 吾

クロッケーで

コミュニティづくり

．
 

【問
】

同
和
地
区
だ
け
特
別
に
事
業
が
行

わ
れ
る
の
を
疑
問
に
思
い
ま
す
。

私
た
ち
福
祉
国
家
に
お
い
て
は
、
国
民

の
一
部
に
生
活
や
文
化
の
面
で
不
利
益
な

原
因
が
あ
る
場
合
そ
れ
を
放
置
せ
ず
、
み

ん
な
の
生
活
水
準
を
同
じ
よ
う
に
保
と
う

と
努
力
し
ま
す
。

そ
の
場
合
、
普
通
に
対
処
し
て
い
た
の

で
は
そ
の
目
的
や
効
果
が
思
？
よ
う
に
ゆ

か
な
い
と
考
え
ら
れ
る
場
合
は
特
別
の
措

置
が
講
ぜ
ら
れ
ま
す
。

恵
ま
れ
な
い
島
し
ょ
部
の
人
々
に
は
離

島
振
興
法
が
あ
り
ま
す
し
、
肱
川
町
の
よ

う
な
山
奥
に
は
山
村
振
興
法
な
ど
が
あ
っ

て
事
業
が
な
さ
れ
私
た
ち
の
生
活
が
助
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
何
か
の
原
因
で
生
活
に
困
る
と
き

は
生
活
保
護
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
制
度
が
い
ま
自
分
に
直
接
関

係
が
な
い
か
ら

「不
必
要
だ
」
と
い
う
こ

同
和
問
題

大谷分館では、

楽園グランドで、

実施しまし た。

分館と しては、第 1回目 の大会で

すが、当 日は、男子 5チーム、女子

4チームが参加 して、暑い中熱戦が

展開されま した。

大谷地区では、老人クラプが中心 と

なり、ク ロッケーによる健康づくり、

コ ミュニテ ィづくりがさかんです。

今後も多いに進めていってほ しい

ものです。

7月29日、大谷共

クロッケー大会を ＿
問
＿
答

と
は

「島
の
人
や
山
の
人
は
不
便
で
も
が

ま
ん
せ
よ
」
「貧
乏
人
は
食
事
も
二
度
に
す

れ
ば
よ
い
」
と
い
っ
て
い
る
の
と
同
じ
こ

と
に
な
り
ま
す
。

さ
て
、
同
和
地
区
の
人
々
は
徳
川
幕
府

の
地
位
と
権
力
を
維
持
す
る
た
め
に
作
ら

れ
た
身
分
差
別
か
ら
、
長
い
間
、
人
と
し

て
認
め
ら
れ
ず
‘
教
育
を
受
け
る
保
障
も

な
く
就
職
に
も
差
別
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
生
活
環
境
に
も
恵
ま
れ
ず
‘
水
利
・

交
通
に
も
不
便
な
地
域
に
住
居
が
あ
る
例

が
多
く
生
活
が
圧
迫
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
同
和
地
区
を
社
会
的
・
経

済
的
に
向
上
さ
せ
よ
う
と
行
わ
れ
て
い
る

の
が
同
和
対
策
事
業
な
の
で
す
。

も
う

一
っ
理
解
し
て
ほ
し
い
こ
と
は
同

和
対
策
事
業
と
い
っ
て
も
結
局
町
民
み
ん

な
が
利
用
す
る
み
ん
な
の
財
産
な
の
で
す
。

同
和
地
区
の
人
た
ち
だ
け
が
特
別
に
受
益

者
で
は
あ
り
ま
せ
ん。

⑤
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※ 
▽ @ 
日 不

畠 時 用

を午〗 9 犬

持参ごく （1月灼E]l 収回日

だで
さ
vヽ

゜

時

間

午
前

10時

9
月
13
日
困
一
正
山
公
民
館
～

午
後

3
時

日

程

場

所

▽
場
所

▽
内
容

▽
日
時

＠
乳
児
の
健
康
づ
く
り
教
室

▽
場
所

▽
医
師

▽
日
時

＠
妊
婦
検
診

9
月

6
日
困

受
付午

後

1
時

1
1時
30
分

肱
川
町
公
民
館

松
尾
邦
彦
先
生

（
大
洲
市
立
病
院
）

9
月

10
日
同

受
付12

時

30
分

1
1
3
時

肱
川
町
公
民
館

離
乳
食
実
習
及
試
食

身
体
計
測

育
児
相
談

⑥
へ
き
地
栄
養
学
級

ヽ

な
レ
斤

対
咆
f

ィ
ー
／
 

閥⑥健康づくり料理教室

笞

疇

> 月> > 日
17 7 5 4 
日 日 日 日 程
（月） 徐 体） （灼

小 :±1:. 9 / ~ ‘ 

t i 公

藪 栄 場

集 集

会 会
貸貸

所
所 所

午前10時

悶午後i3時

9月日曜祝日当直医

日 当直医 苧耳 話

2日 宝来医院 44-2248 
（日） （内子町）

9日 小川医院 44-2815 
（日） （内子町）

15日 古川医院 44-2407 
閥 （内子町）

16日 町田医院 43-0211 
（日） （内子町）

23日 成田医院 47-0061 
（祝） （内 子町）

24日 前田医院 44-2859 
（月） （五十崎町）

30日 松浦医院 44-2776 
（日） （五十崎町）

▽
相
談
員

▽
場
所

▽
日
時

面
璽
:]璽
困
薗

9
月

5
日
困

午
前

9
時
ー
午
後

4
時

肱
川
町
公
民
館

心
配
ご
と
相
談
室

相

談

日

担

当

相

談

員

福

田

保

戒
野
智
恵
子

・ー直
i

伸

藤
高
エ
ミ
カ

兵

頭

芳

一

⑥
行
政
相
談

9
月

5
日
困

午
前

9
時
ー
午
後

4
時

肱
川
町
公
民
館

心
配
ご
と
相
談
室

福

田

保

委

員

＊
相
談
員
の
自
宅
相
談
も
受
け
付
け

ま
す
。

9
月

25
日
図

森

田

充

9
月

17
日
同

▽
時
間

▽
場
所

9
月
12
日
困

一羽
座
谷
集
会
所
一
午
前

10時
1
1
1
時

⑥
心
配
ご
と
相
談

日
程

9
月
5
日
困
一
中
居
谷
公
民
館

一午
後

2
時

1
3時

＠
農
地
相
談

▽
日
時

9
月

25
日
図

午
前

9
時
ー
午
後

4
時

▽

場

所

役

場

第

3
会
議
室

▽
担
当
相
談
員福

山

保

委

員

＊
農
地
関
係
に
つ
い
て
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

⑥
「
私
の
ア
イ
デ
ア
貯
金
箱
」

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
中

次
代
を
担
つ
児
童
•
生
徒
に
貯
蓄

の
意
義
と
重
要
性
を
認
識
し
て
も

ら
う
と
と
も
に
貯
金
に
つ
い
て
の

関
心
を
高
め

、

児
童
•
生
徒
の
造

場

所

時

間

⑥
健
康
相
談

＠
簡
易
保
険
料
大
幅
引
き
下
げ

形
的
な
創
造
力
を
伸
ば
す
一
助
と

し
て
、
今
年
も
「
私
の
ア
イ
デ
ア

貯
金
箱
」
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
を
募

集
し
ま
す
。

応
募
規
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
作
品
の
内
容

●
材
料
は
自
由
で
す
。

●
新
し
く
楽
し
い
ア
イ
デ
ア
が
生
か

さ
れ
て
い
る
も
の
。

●
美
し
く
使
い
や
す
い
も
の
。

●
大
き
さ
は
、
一
辺
の
長
さ

25cm
以

内
の
も
の
。

●
未
発
表
の
も
の
。

▼
応
募
は
一
人
一
点
に
限
り
ま
す
。

▼
作
品
は
、
児
童
•
生
徒
本
人
が
自

ら
製
作
し
た
も
の
で
、
運
送
に
耐

え
る
も
の
。

▼
応
募
資
格
小
学
生
・
中
学
生

▼
出
品
の
締
切
り

昭
和

59
年

9
月

14
日

く
わ
し
い
こ
と
は
、
各
学
校
又
は

郵
便
局
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

郵
便
局
の
簡
易
保
険
料
が
、

9
月

1
日
か
ら
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

す。●
基
本
保
険
料
が
平
均
い
％

●
傷
害
特
約
保
険
料
が

2
5
%

●
疾
病
傷
害
特
約
保
険
料
は
年
齢
に

よ
る
ス
ラ
イ
ド
制
に
な
り
、
最
大

引
き
下
げ
率
が

57
％
と
な
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
す
で
に
御
加
入
い
た
だ
い

て
い
る
御
契
約
は
、
配
当
金
と
し
て

保
険
金
を
お
払
い
す
る
時
、
ド
ッ
サ

※
伊
予
肱
川
保
養
セ
ン
タ
ー
に

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
と

高
性
能
カ
ラ
オ
ケ
を
完
備

保
養
セ
ン
タ
ー
御
利
用
の
方
は
、

無
料
で
御
使
用
で
き
ま
す
。

＊
 

*
＊
＊
*
＊
 

＊
 

幻
お
誕
生
お
め
で
と
う
＊

＊
 

＊

ご

ざ

い

ま

す

＊*
＊
＊
＊
＊
 

＊
 上

嵯
峨
谷
竹
森
高
幸
さ
ん

三

女

麻

衣

ち

ゃ

ん

小

藪

三

井

修

さ

ん

長

男

脩

平

ち

ゃ

ん

下

敷

水

城

戸

由
幸
さ
ん

二
女
あ
か
り
ち
ゃ
ん

上

敷

水

和

気

智

仁

さ

ん

長

女

真

弓

ち

ゃ

ん

下
鹿
野
川
栗
木
晶
次
さ
ん

長

男

辰

哉

ち

ゃ

ん

道

野

尾

北

川
敬
恒
さ
ん

二

女

智

子

ち

ゃ

ん

瓜

生

谷

井

脇

俊

久

さ

ん

長

男

武

志

ち

ゃ

ん

＊
 

*
＊
*
＊
＊
 

ご

め

い

ふ

く

を

＊

＊
 

＊
 

＊
 

＊

お

祈

り

い

た

し

ま

す

＊

*
＊
*
＊
*
 

＊
 

坂

本

勝

さ

ん(69
歳）

桜
田
ト
シ
子
さ
ん

(64
歳）

藤
栄
さ
ん

(86歳）

市
郎
さ
ん

(74
歳）

大

屋

敷

中

居

谷

山

槌

小

畑

井
．
 

中
本

西
山

リ
お
払
い
い
た
し
ま
す
。


